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(57)【要約】
【課題】電源のＯＮ・ＯＦＦ、及び、測定対象又は測定
レベルレンジの切替を別個のスイッチで行い、特に、測
定対象又は測定レベルレンジ切替スイッチは、テストリ
ードに設けた近接スイッチにより実現することにより、
接点不良による故障をなくし、また、極めて操作性に優
れた測定装置を提供する。
【解決手段】対をなすテストリード３（３Ａ、３Ｂ）の
一方のテストリード３Ａに制御信号を発するセンサ部５
１を設け、他方のテストリード３Ｂにセンサ部５１に作
用する作用部５２を設け、テストリード３Ａ、３Ｂを離
接させることにより、センサ部５１と作用部５２とを離
接させて制御信号のＯＮ・ＯＦＦを行い、測定対象又は
測定レベルレンジの切り替えを行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電圧、電気抵抗等の測定対象を切り替え、装置本体に接続された一対のテストリードを
用いて被測定物の物理量を測定する測定部と、測定結果を表示する表示部とを備えた測定
装置において、
　前記対をなすテストリードの一方のテストリードに制御信号を発するセンサ部を設け、
他方のテストリードに前記センサ部に作用する作用部を設け、前記テストリードを離接さ
せることにより、前記センサ部と前記作用部とを離接させて制御信号のＯＮ・ＯＦＦを行
い、測定対象又は測定レベルレンジの切り替えを行うことを特徴とする測定装置。
【請求項２】
　前記センサ部は、切り替えられる前記測定対象又は測定レベルレンジの数に対応して複
数設けられ、前記作用部を所定の前記センサ部に離接させて制御信号のＯＮ・ＯＦＦを行
い、所定の測定対象又は測定レベルレンジに切り替えることができることを特徴とする請
求項１に記載の測定装置。
【請求項３】
　前記測定装置は、前記装置本体が一方のテストリードに設けられた携帯用テスタであっ
て、前記センサ部は、前記装置本体が設けられたテストリードに設けられ、前記対をなす
テストリードは、リード線で接続されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の測
定装置。
【請求項４】
　前記測定装置は、前記装置本体に前記前記対をなすテストリードがリード線で接続され
ているデジタルマルチメータであることを特徴とする請求項１又は２に記載の測定装置。
【請求項５】
　前記装置本体に前記表示部が一体に設けられていることを特徴とする請求項１～４のい
ずれかの項に記載の測定装置。
【請求項６】
　前記表示部は、前記装置本体とは別体として設けられていることを特徴とする請求項１
～４のいずれかの項に記載の測定装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定レンジ切替スイッチにより測定対象である、例えば、電圧、電流、電気
抵抗等の物理量の測定が可能であり、測定結果を表示部により表示するデジタルマルチメ
ータ、携帯用テスタなどのような測定装置に関し、特に、測定レンジ切替スイッチをテス
トリードに設けた測定装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、測定レンジ切替スイッチにより測定対象である、例えば、電圧、電流、電気抵抗
等の物理量の測定が可能であり、測定結果を表示部により表示する測定装置、即ち、デジ
タルマルチメータが広く使用されている（例えば、特許文献１を参照）。デジタルマルチ
メータ１Ａの一例を、本願添付の図８（ａ）、（ｂ）に示す。
【０００３】
　本例に示すように、通常、デジタルマルチメータ１Ａは、メータ本体２と、メータ本体
２にリード線３０（３０Ａ、３０Ｂ）で接続された一対のテストリード３（３Ａ、３Ｂ）
とにて構成される。各テストリード３は、電極部３１（３１Ａ、３１Ｂ）及び把持部３２
（３２Ａ、３２Ｂ）にて構成される。メータ本体２には、操作部４及び表示部５などが設
けられている。
【０００４】
　更に説明すると、図８（ｂ）に示すように、メータ本体２は、測定部２１、制御部２２
、操作部４及び表示部５を備え、図８（ａ）に示すように、例えば直流電圧測定レンジ（
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ＤＣＶ）、交流電圧測定レンジ（ＡＣＶ）、抵抗測定レンジ（Ω）及び導通レンジ(導通
）などの４つの測定レンジのうちから切替操作によって選択された任意の１つの測定レン
ジに対応する測定処理を実行可能に構成されている。
【０００５】
　測定部２１は、Ａ／Ｄコンバータ及び演算部等を備え、制御部２２の制御に従って入力
信号についての電気的パラメータ（電流量や電圧値）を所定の周期でサンプリングしてサ
ンプリングデータを生成すると共に、生成したサンプリングデータに基づいて測定値（サ
ンプリングデータに基づく演算値）を演算する。
【０００６】
　制御部２２は、デジタルマルチメータ１Ａを総括的に制御する。具体的には、制御部２
２は、デジタルマルチメータ１Ａに電源が投入された状態において、操作部４の切替操作
によって選択された測定レンジで測定部２１に測定処理を実行させると共に、測定部２１
による測定結果を表示部５に表示させる。
【０００７】
　操作部４は、デジタルマルチメータ１Ａのメータ本体２に配設されたロータリスイッチ
４１を備え、ロータリスイッチ４１の切替操作に応じた出力信号を制御部２２に出力する
。この場合、ロータリスイッチ４１は、前述した測定レンジの内から任意の１つの測定レ
ンジに切替操作可能に構成されている。表示部５は、制御部２２の制御下で測定部２１に
よる測定結果（演算結果）を数値表示する。
【０００８】
　ユーザは、メータを使用するに際して、メータ本体２に設けられた、操作部４の、本例
ではロータリスイッチとされる測定レンジ切替スイッチ４１を回して、測定レンジ、即ち
、ファンクションを設定する。つまり、デジタルマルチメータ１Ａは、図示するように、
ロータリスイッチ４１を電源「ＯＦＦ」（電源ＯＮ・ＯＦＦ切替）位置から、例えば「Ｄ
ＣＶ」位置、或いは、「ＡＣＶ」位置などへと回し、電源をＯＮとすると共にファンクシ
ョンを設定する。
【０００９】
　また、図９（ａ）、（ｂ）及び図１０に示すように、従来、一側のテストリード３Ａの
把持部３２Ａにテスタ本体２を組み込んだ測定装置、所謂、携帯用テスタ１Ｂが使用され
ている（例えば、特許文献２を参照）。
【００１０】
　携帯用テスタ１Ｂは、上述のように、一側のテストリード３Ａを構成するテスタ本体２
と、該テスタ本体２の後端部２ｂからリード線３０を介して接続された他側テストリード
３Ｂとを備えている。テスタ本体２の先端部２ａにはテストリード３Ａの探針（電極部）
３１Ａが配置されている。
【００１１】
　また、テストリード３Ａを構成するテスタ本体２は、デジタルマルチメータ１Ａに関連
して説明したと同様に、図９（ｂ）に示すように、測定部２１、制御部２２、操作部４及
び表示部５を備え、図９（ａ）に示すように、例えば直流若しくは交流電圧測定レンジ（
Ｖ）及び抵抗測定レンジ（Ω）などの測定レンジのうちから切替操作によって選択された
１つの測定レンジに対応する測定処理を実行可能に構成されている。
【００１２】
　従って、テスタ本体２の操作部４には、電源ＯＦＦ（電源ＯＮ・ＯＦＦ切替）、及び、
電圧（Ｖ）、抵抗（Ω）測定レンジ切替を行うことができるスライド式の測定レンジ切替
スイッチ４１が設けられ、更に、電圧測定レンジの場合に直流電圧測定（ＤＣＶ）と交流
電圧測定（ＡＣＶ）とのいずれかに切り替えたりするシフトキー４２、測定値のホールド
機能等のような予め設定してある特定機能を動作させるための特定機能入力キー４３等が
設置されている。また、テスタ本体２の後端部２ｂ側には、例えばＬＣＤから成る表示部
５が配置されている。
【００１３】
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　更に、テスタ本体２における一側のテストリード３Ａの探針３１Ａの近傍位置には、該
一側テストリード３Ａの探針３１Ａ方向を照射する例えば白色ＬＥＤなどから成るライト
３３が配置されている。ライト３３の点灯操作は、特定機能入力キー４３の操作により行
われる。
【００１４】
　ユーザは、携帯用テスタ１Ｂを使用するに際して、テスタ本体２に設けられた、本例で
はスライドスイッチとされる測定レンジ切替スイッチ４１をスライドさせて、測定レンジ
（ファンクション）を設定する。つまり、携帯用テスタ１Ｂは、図示するように、例えば
、直流電圧（ＤＣＶ）と交流電圧（ＡＣＶ）、及び、電気抵抗（Ω）が測定可能であって
、スライドスイッチ４１を「ＯＦＦ」位置から、例えば電圧測定位置（Ｖ）へと摺動させ
て電源をＯＮとすると共にファンクションを設定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】特開２００８－２０２２８公報
【特許文献２】特開２００４－２０３６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　上記特許文献１、２に記載のデジタルマルチメータ１Ａ、携帯用テスタ１Ｂ等のような
測定装置では、上述のように、電源ＯＮ・ＯＦＦ及び測定レンジ切替は、ロータリスイッ
チ或いはスライドスイッチにて行われている。
【００１７】
　電源ＯＮ・ＯＦＦ及び測定レンジ切替をロータリスイッチ或いはスライドスイッチで行
った場合には、スイッチ接点の接触不良を起こす可能性がある。スイッチ接点の接触不良
を回避するには、スイッチを構成する部材の機械的強度を高め、接触不良を起こさないよ
うな機構を採用することにより、確実なスイッチ作動を達成し得るが、スイッチ機構が複
雑となり、スイッチ自体の大型化により、測定装置自体の小型化が困難になるという問題
がある。また、操作性においても問題がある。
【００１８】
　本発明者らの研究実験の結果によると、電源のＯＮ・ＯＦＦのための電源スイッチと測
定レンジ切替のための測定レンジ切替スイッチとを別個に設け、特に、測定レンジ切替ス
イッチは、テストリードに設けた近接スイッチ（例えば磁気スイッチ）により実現するこ
とにより、接点不良による故障をなくし、また、極めて操作性に優れた測定装置を実現し
得ることが分かった。
【００１９】
　上記説明では、測定装置における測定対象を切り替えるための測定レンジ切替スイッチ
に関連して説明したが、測定レベルレンジ（測定対象のレベルの大小）を切り替えるため
の測定レベルレンジ切替スイッチに対しても同様のことが言える。
【００２０】
　本発明の目的は、電源のＯＮ・ＯＦＦ、及び、測定対象又は測定レベルレンジの切替を
別個のスイッチで行い、特に、測定対象又は測定レベルレンジ切替スイッチは、テストリ
ードに設けた近接スイッチにより実現することにより、接点不良による故障をなくし、ま
た、極めて操作性に優れた測定装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記目的は本発明に係る測定装置にて達成される。要約すれば、本発明は、電圧、電気
抵抗等の測定対象を切り替え、装置本体に接続された一対のテストリードを用いて被測定
物の物理量を測定する測定部と、測定結果を表示する表示部とを備えた測定装置において
、
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　前記対をなすテストリードの一方のテストリードに制御信号を発するセンサ部を設け、
他方のテストリードに前記センサ部に作用する作用部を設け、前記テストリードを離接さ
せることにより、前記センサ部と前記作用部とを離接させて制御信号のＯＮ・ＯＦＦを行
い、測定対象又は測定レベルレンジの切り替えを行うことを特徴とする測定装置である。
【００２２】
　本発明の一実施態様によると、前記センサ部は、切り替えられる前記測定対象又は測定
レベルレンジの数に対応して複数設けられ、前記作用部を所定の前記センサ部に離接させ
て制御信号のＯＮ・ＯＦＦを行い、所定の測定対象又は測定レベルレンジに切り替えるこ
とができる。
【００２３】
　本発明の他の実施態様によると、前記測定装置は、前記装置本体が一方のテストリード
に設けられた携帯用テスタであって、前記センサ部は、前記装置本体が設けられたテスト
リードに設けられ、前記対をなすテストリードは、リード線で接続されている。
【００２４】
　本発明の他の実施態様によると、前記測定装置は、前記装置本体に前記前記対をなすテ
ストリードがリード線で接続されているデジタルマルチメータである。
【００２５】
　本発明の他の実施態様によると、前記装置本体に前記表示部が一体に設けられている。
【００２６】
　本発明の他の実施態様によると、前記表示部は、前記装置本体とは別体として設けられ
ている。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、電源のＯＮ・ＯＦＦのための電源スイッチと、測定対象又は測定レベ
ルレンジ切替のための切替スイッチとを別個に設け、特に、測定対象又は測定レベルレン
ジ切替スイッチは、近接スイッチをテストリードに設置することにより、接点不良による
故障をなくすことができ、また、極めて操作性に優れたものとなる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１（ａ）は、本発明に係る測定装置の一実施例である携帯用テスタの全体構成
図であり、図１（ｂ）は、電気回路図の一例を示すブロック図であり、図１（ｃ）は、近
接スイッチの一例の概略構成を示す図である。
【図２】本発明に係る測定装置の一実施例である携帯用テスタにおける近接スイッチの操
作状態を示す図である。
【図３】本発明に係る測定装置の他の実施例で携帯用テスタの全体構成図である。
【図４】本発明に係る測定装置の他の実施例である携帯用テスタの全体構成図である。
【図５】図５（ａ）は、本発明に係る測定装置の他の実施例であるデジタルマルチメータ
の全体構成図であり、図５（ｂ）は、電気回路図の一例を示すブロック図である。
【図６】図６（ａ）は、本発明に係る測定装置の他の実施例であるデジタルマルチメータ
における近接スイッチの操作状態を示す図であり、図６（ｂ）は、ファンクション切替の
一例を示す図であり、図６（ｃ）は、本発明に係る測定装置の他の実施例にて使用するテ
ストリードの一実施例を示す図である。
【図７】図７（ａ）は、本発明に係る測定装置の他の実施例であるデジタルマルチメータ
の全体構成図であり、図７（ｂ）は、電気回路図の一例を示すブロック図である。
【図８】図８（ａ）は、従来の測定装置の一例であるデジタルマルチメータの全体構成図
であり、図８（ｂ）は、電気回路図の一例を示すブロック図である。
【図９】図９（ａ）は、従来の測定装置の一例である携帯用テスタの全体構成図であり、
図９（ｂ）は、電気回路図の一例を示すブロック図である。
【図１０】従来の測定装置の一例である携帯用テスタの全体構成斜視図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２９】
　以下、本発明に係る測定装置を図面に則して更に詳しく説明する。
【００３０】
　実施例１
　図１及び図２を参照して、本発明に係る測定装置の一実施例について説明する。本発明
の測定装置は、装置本体に接続された一対のテストリードを用いて被測定物の物理量、例
えば、電圧、電流、電気抵抗等を測定する測定部と、測定結果を表示する表示部とを備え
ている。
【００３１】
　図１に示すように、本実施例の測定装置１は、先に、図９、図１０を参照して説明した
一側のテストリード３Ａの把持部３２Ａに装置本体、即ち、テスタ本体２を組み込んだ携
帯用テスタ１Ｂと同様の構成とされる携帯用テスタ１であるとして説明する。
【００３２】
　本実施例にて携帯用テスタ１は、図１（ａ）に示すように、テスタ本体２が組み込まれ
た一側のテストリード３Ａと、テスタ本体２の後端部２ｂからリード線３０を介して接続
された他側のテストリード３Ｂとを備えている。テスタ本体２の先端部２ａにはテストリ
ード３Ａの探針（電極部）３１Ａが配置されている。テストリード３Ｂは、一端に電極部
３１Ｂを備え、全体形状が細長形状の絶縁材で形成された棒状部材とされた把持部３２Ｂ
を有する、通常広く使用されている測定プローブとされる。つまり、テストリード３Ｂの
先端部３ａには電極部としての探針３１Ｂが配置されており、残り部は把持部３２Ｂとさ
れている。把持部３２Ｂの後端部３ｂからは、テスタ本体２と接続するリード線３０が延
出している。また、探針３１Ｂに隣接して探針３１Ｂへの接触防止のための鍔６が形成さ
れている。
【００３３】
　また、テスタ本体２は、図９（ｂ）に示した従来構成と同様に、図１（ｂ）に示すよう
に、測定部２１、制御部２２、操作部４及び表示部５を備え、例えば直流若しくは交流電
圧測定レンジ（Ｖ）及び抵抗測定レンジ（Ω）などの測定レンジのうちから切替操作によ
って選択された任意の１つの測定レンジに対応する測定処理を実行可能に構成されている
。
【００３４】
　更に説明すると、本実施例の携帯用テスタ１では、操作部４には、従来と異なり、電圧
、抵抗等の測定レンジを切り替えることができる測定レンジ切替スイッチ４１（図９）の
代わりに電源スイッチ「ｐｏｗｅｒ」４４が配置されている。一方、操作部４は、従来と
同様に、電圧測定レンジの場合に直流電圧測定と交流電圧測定とのいずれかに切り替えた
りするシフトキー４２、測定値のホールド機能等のような予め設定してある特定機能を動
作させるための特定機能入力キー４３等を備えてある。更に、テスタ本体２の後端部２ｂ
側には、例えばＬＣＤから成る表示部５が配置されている。
【００３５】
　また、テスタ本体２における一側のテストリード３Ａの近傍位置には、該一側テストリ
ード３Ａの探針３１Ａ方向を照射する例えば白色ＬＥＤなどから成るライト３３が配置さ
れている。ライト３３の点灯操作は、特定機能入力キー４３の操作により行われる。
【００３６】
　次に、本発明の特徴部の構成について説明する。
【００３７】
　本実施例によれば、上述したように、従来の携帯用テスタ１Ｂにて操作部４に設けられ
ていたスライド式の測定レンジ切替スイッチ４１の位置に押しボタン式の電源スイッチ４
４が設けられている。また、測定レンジ切替は、対をなすテストリード３Ａ、３Ｂに設け
た非接触スイッチである近接スイッチ５０にて行われる。近接スイッチ５０としては、種
々の形態のものが使用され得るが、本実施例では、図１（ｃ）に示すような「磁気感応ス
イッチ（磁気近接スイッチ）」と言われる磁気スイッチが好適に使用される。磁気スイッ
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チ５０は、電気信号を発するセンサ部（磁気センサ）５１と、前記センサ部５１に作用し
センサ部５１を作動させる作用部（磁石）５２とにて構成され、磁気センサ５１と磁石５
２とを離間するか、或いは、近接させることにより、即ち、磁気センサ５１と磁石５２と
を離接させることにより電気信号のＯＮ・ＯＦＦ切替をなす。
【００３８】
　本実施例では、テストリード３Ａをなすテスタ本体２の先端部２ａに磁気センサ５１を
組み込み、他方のテストリード３Ｂの先端部３ａに設けた探針３１Ｂに隣接して、本実施
例では、鍔６の近傍の把持部３２Ｂに、磁石５２が設置される。
【００３９】
　つまり、本実施例では、テストリード３Ａの把持部とされるテスタ本体２に、測定切替
のための磁気センサ５１が取り付けられる。磁気センサ５１は、テスタ本体２内にて制御
部２２のファンクション設定回路１２に電気的に接続されている。磁気センサ５１は、Ｏ
Ｎとされることにより、制御信号を発生し、制御部２２のファンクション設定回路１２を
作動させる。本実施例にて信号のＯＦＦは０（ゼロ）ボルト、ＯＮは例えば３ボルトなど
の電圧が出力される状態を意味する。本実施例によれば、磁気センサ５１がＯＮとされる
毎に、ファンクション設定回路１２は、測定対象を電圧測定（Ｖ）、次いで、電気抵抗測
定（Ω）、次いで、電圧測定（Ｖ）へと戻るようにファンクション（測定レンジ）を切り
替える。なお、本実施例では、磁気センサ５１をＯＮする毎に設定されるファンクション
の内容がデジタル表示部５に表示される。従って、ユーザはその表示を確認しながらファ
ンクションを切り替えることができる。
【００４０】
　尚、本実施例では、図１に示すように、シフトキー４２が設けられており、電圧測定レ
ンジ（Ｖ）の場合に直流電圧測定（ＤＣＶ）と交流電圧測定（ＡＣＶ）のいずれかに切り
替える構成とされている。しかし、ファンクション設定回路１２によって電圧測定（Ｖ）
が直流電圧測定レンジ（ＤＣＶ）と交流電圧測定レンジ（ＡＣＶ）に設定可能とされる場
合には、シフトキー４２は省略することができる。または、シフトキー４２を押しても無
効とするか、或いは、磁気センサ５１及びシフトキー４２の両方を使用可能とするか、を
操作者が選べるように設定機能を有した構造とすることもできる。
【００４１】
　次に、本実施例の携帯用テスタ１の使用法について説明する。
【００４２】
　先ず、ユーザは、上述したように、テスタ１を使用するに際して、電源スイッチである
「ＰＯＷＥＲ」ボタン４４を押して電源を「ＯＮ」とする。
【００４３】
　次いで、図２に示すように、一方の手でテストリード３Ａを持ち、他方の手でテストリ
ード３Ｂを持って、その先端部３ａに設けた磁石５２の部分を他側のテストリード３Ａの
先端部２ａに設けた磁気センサ５１の部分に近接(又は接触）させる。これにより、磁気
センサ５１がＯＦＦからＯＮ状態へと変わり、制御部２２のファンクション設定回路１２
を作動させ、所定の測定対象項目、即ち、所定のファンクションに設定する。
【００４４】
　その後、テストリード３（３Ａ、３Ｂ）をそれぞれ手に持って、被測定物に接触させて
測定する。測定結果は、表示部５に表示される表示値を読むことによって得られる。
【００４５】
　ここで、測定中において、他のファンクションに切り替えたい場合には、ユーザは、再
度、図２に示すように、テストリード３Ａと３Ｂとの先端部２ａ、３ａを交差させ、テス
トリード３Ａに設置した磁気センサ５１をテストリード３Ｂの磁石５２で作動させること
によって、新たなファンクションに設定することができる。メータ本体２のデジタル表示
部５には、現在のファンクションを意味する表示アイコンが設けられており、ユーザは、
その表示を確認しながら、ファンクションを切り替えることができる。ユーザは、使用す
るファンクションに切り替えたら、引き続いて新たな測定を行う。
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【００４６】
　このように、本実施例によれば、一側のテストリードに電源ＯＮ・ＯＦＦのためのスイ
ッチ４４と測定レンジ切替のためのスイッチ５０とを別個に設け、特に、測定レンジ切替
は、近接スイッチ５０を使用することにより、接点不良による故障をなくしている。また
、測定レンジ切替スイッチ５０は、本実施例では、磁気スイッチとされ、一側のテストリ
ード３Ａに磁気センサ（センサ部）５１を設置し、他側のテストリード３Ｂには磁石（作
用部）５２を設置し、両テストリード３Ａ、３Ｂを使用時に交差させて磁気スイッチ５０
をＯＮ・ＯＦＦさせることにより測定レンジの切り替えができるので、極めて操作性に優
れている。
【００４７】
　尚、上記実施例では、測定装置の測定対象としては、電圧、電気抵抗を例示して説明し
たが、更に、測定対象としては、電流、温度、周波数、容量等であってもよい。このこと
は、以下に説明する各実施例でも同様である。
【００４８】
　実施例２
　図３に、本発明の測定装置１の第二の実施例を示す。
【００４９】
　図３にて、本実施例の測定装置１は、全体構成は、実施例１で説明した携帯用テスタ１
と同様の構成とされる。ただ、実施例１ではテスタ本体２に一体に設けた表示部５が実施
例２では別体としてテスタ本体２とは分離して設けられている点において異なる。従って
、同じ構成及び作用をなす部材には同じ参照番号を付し、実施例１の説明を援用し、詳し
い説明は省略する。
【００５０】
　上述のように、本実施例によると、表示部５がテスタ本体２とは別個に設けられており
、従って、表示部５は、測定作業時に見易い位置に設置することができる。
【００５１】
　ただ、本実施例では、表示部５をテスタ本体２から分離したために、テスタ本体２には
、図示してはいないが、測定結果を表示部５へと送信するための送信回路、表示部５には
、新たに、電源スイッチ５５、及び、図示してはいないが、電源回路、受信回路等が設け
られている。
【００５２】
　実施例３
　図４に、本発明の測定装置１の第三の実施例を示す。
【００５３】
　図４にて、本実施例の測定装置１は、全体構成は、実施例１で説明した携帯用テスタ１
と同様の構成とされる。ただ、実施例１では、図１～図３に示すように、近接スイッチ５
０のセンサ部である磁気センサ５１が、テストリード３Ａに１個だけ組み込まれ、磁気セ
ンサ５１がＯＮとされる毎に、ファンクション設定回路１２は、測定対象を電圧測定（Ｖ
）、次いで、電気抵抗測定（Ω）、次いで、電圧測定（Ｖ）へと戻るようにファンクショ
ンを切り替える構造とされた。
【００５４】
　これに対して、本実施例では、図４に示すように、複数個の磁気センサ５１、本実施例
では、３個の磁気センサ５１（５１ａ、５１ｂ、５１ｃ）がテストリード３Ａに組み込ま
れている。例えば、磁気センサ５１ａ、５１ｂ、５１ｃは、それぞれ、ＡＣ（交流）電圧
測定用スイッチ、ＤＣ（直流）電圧測定用スイッチ、抵抗測定用スイッチとされる。従っ
て、テストリード３Ｂの磁石（作用部）５２をテストリード３Ａの所定の磁気センサ５１
に近接或いは接触させることにより、所定の磁気センサ５１を駆動し、所定のファンクシ
ョンに切り替え、設定することができる。
【００５５】
　（変更実施例）
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　本実施例にて、所望によっては、例えば、ＡＣ（交流）電圧測定用スイッチ５１ａとＤ
Ｃ（直流）電圧測定用スイッチ５１ｂとを一つの電圧測定用スイッチ５１ａとし、実施例
１で説明したように、電圧測定用スイッチ５１ａをＯＮとする毎にＡＣ（交流）電圧測定
とＤＣ（直流）電圧測定が切り替わるように構成することも可能である。この構成とする
ことにより、磁気センサの数を減らすことができる。
【００５６】
　勿論、上記本実施例及び変更実施例においても、実施例２で説明したように、表示部５
をテスタ本体２から分離した構成とすることもできる。
【００５７】
　上述のように、本実施例及び変更実施例によると、上記実施例１、２と同様の利点を有
すると共に、所望のファンクションをワンタッチにて設定することができ、極めて操作性
に優れている。
【００５８】
　実施例４
　図５に、本発明の測定装置の第四の実施例を示す。上記実施例１、２、３では、本発明
の測定装置は、一側のテストリード３Ａにテスタ本体２を組み込んだ携帯用テスタ１であ
るとして説明した。しかし、本発明は、先に図８を参照して説明した、テストリード３（
３Ａ、３Ｂ）がメータ本体２にリード線３０（３０Ａ、３０Ｂ）で接続されたデジタルマ
ルチメータ１Ａと同様の測定装置においても具現化し得る。
【００５９】
　つまり、図５（ａ）に示すように、本実施例のデジタルマルチメータ１は、装置本体、
即ち、メータ本体２と、メータ本体２から延びたプローブケーブル（リード線）３０（３
０Ａ、３０Ｂ）に接続された一対のテストリード３（３Ａ、３Ｂ）とを備えている。
【００６０】
　プローブケーブル３０（３０Ａ、３０Ｂ）は、電気回路部１０に対して取り外し自在に
差し込まれる接続端子方式でも良く、電気回路部１０に対して固定的に接続された固定式
のものでも良い。
【００６１】
　メータ本体２には、操作部４と、測定結果を表示するＬＣＤ（液晶ディスプレー）とさ
れるデジタル表示部５とを備えている。
【００６２】
　本実施例にて操作部４は、図示するように、電源ＯＮ・ＯＦＦスイッチである「ＰＯＷ
ＥＲ」ボタン４４と、メータ本体２に設けられる本体測定レンジ切替スイッチ４１として
押しボタン式のＡＣ（交流）電圧測定用の「ＡＣＶ」ボタン４１ａ、ＤＣ（直流）電圧測
定用の「ＤＣＶ」ボタン４１ｂ、電流測定用の「Ａ」ボタン４１ｃ、抵抗測定用の「Ω」
ボタン４１ｄ、及び、導通チェックのための「導通チェック」ボタン４１ｅ、を備えてい
る。本発明によれば、後述にて理解されるように、本体測定レンジ切替スイッチ４１ａ～
ｅは省略することもでき、或いは、操作者が使用時にその機能を無効となるように設定し
得る機能を測定装置に設けることもできる。
【００６３】
　更に、本発明によれば、テストリード３（３Ａ、３Ｂ）には、電圧、電流、電気抵抗等
の測定対象を切り替えるために、メータ本体２の本体測定レンジ切替スイッチ４１ａ～４
１ｅとは異なる測定レンジ切替スイッチ５０が設けられている。
【００６４】
　電気回路部１０は、図５（ｂ）に示すように、テストリード３（３Ａ、３Ｂ）からの信
号により被測定物の電圧、電流、電気抵抗等を測定する測定部２１と、制御部２２とを備
え、表示部５にその結果を表示させる。また、制御部２２は、テストリードの測定レンジ
切替スイッチ５０（又は、メータ本体の測定レンジ切替スイッチ４１ａ～４１ｅ）の指示
に対応して、ファンクション設定信号を測定部２１に送信するファンクション設定回路１
２などを有している。
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【００６５】
　本実施例によれば、テストリード３に設けた測定レンジ切替スイッチ５０は、実施例１
で説明したと同様の図１（ｃ）に示すような非接触スイッチ５０とされる。非接触スイッ
チ５０としては、例えば、磁気センサ５１と磁石５２とにて構成され、磁気センサ５１と
磁石５２とを離間するか、或いは、近接させることによりＯＮ・ＯＦＦ切替をなす「磁気
感応スイッチ（磁気近接スイッチ）」と言われる磁気スイッチが好適に使用される。
【００６６】
　本実施例では、一方のテストリード３Ａの探針３１Ａに隣接して磁気センサ５１を組み
込み、他方のテストリード３Ｂの探針３１Ｂに隣接して磁石５２が設置される。
【００６７】
　つまり、本実施例では、テストリード３Ａに取り付けられた磁気センサ５１は、信号線
（図示せず）にて制御部２２のファンクション設定回路１２に電気的に接続されている。
磁気センサ５１は、ＯＮとされることにより、実施例１で説明したように、ファンクショ
ン設定回路１２を作動させる。本実施例によれば、図６（ｂ）に示すように、磁気センサ
５１がＯＮとされる毎に、ファンクション設定回路１２は、測定対象をＡＣ（交流）電圧
測定「ＡＣＶ」、ＤＣ（直流）電圧測定「ＤＣＶ」、電流測定「Ａ」、抵抗測定「Ω」、
及び、導通チェックのための「導通チェック」、次いで、ＡＣ（交流）電圧測定「ＡＣＶ
」へと戻るようにファンクションを切り替える。本実施例では、磁気センサ５１をＯＮと
する毎に、設定されるファンクションの内容がデジタル表示部５に表示される。従って、
ユーザは、その表示を確認しながらファンクションを切替ることができる。
【００６８】
　次に、本実施例のデジタルマルチメータ１の使用法について説明する。
【００６９】
　先ず、ユーザは、上述したように、テスタ１を使用するに際して、電源スイッチである
「ＰＯＷＥＲ」ボタン４４を押して電源を「ＯＮ」とする。
【００７０】
　次いで、一方のテストリード３Ｂを手に持って、図６（ａ）に示すように、その先端部
に設けた磁石５２の部分を他側のテストリード３Ａの先端部に設けた磁気センサ５１の部
分に近接させる。これにより、磁気センサ５１がＯＦＦ状態からＯＮ状態へと変わり、制
御部３のファンクション設定回路１２を作動させ、所定の測定対象項目、即ち、ファンク
ションを設定する。
【００７１】
　その後、テストリード３（３Ａ、３Ｂ）をそれぞれの手に持って、被測定物に接触させ
て測定する。測定結果は、デジタル表示部５に表示される表示値を読むことによって得ら
れる。
【００７２】
　ここで、測定中において、他のファンクションに切り替えたい場合には、ユーザは、再
度、図６（ａ）に示すように、テストリード３Ａと３Ｂの先端部を交差させ、テストリー
ド３Ａに設置した磁気センサ５１を作動させることによって、新たなファンクションに設
定することができる。
【００７３】
　メータ本体２のデジタル表示部５には、現在のファンクションを意味する表示アイコン
が設けられており、ユーザは、その表示を確認しながら、ファンクションを切り替えるこ
とができる。ユーザは、使用するファンクションに切り替えたら、引き続いて新たな測定
を行う。
【００７４】
　このように、本実施例によれば、いずれか一方のテストリード３（３Ａ、３Ｂ）に電源
のＯＮ・ＯＦＦのためのスイッチとは別体とされた測定レンジ切替のためのスイッチ５０
を設け、特に、測定レンジ切替スイッチ５０は、テストリード３（３Ａ、３Ｂ）に設けた
磁気スイッチのような近接スイッチを使用することにより、接点不良による故障をなくし
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ている。また、測定レンジ切替スイッチ５０は、本実施例では、磁気スイッチとされ、一
側のテストリード３４に磁気センサ５１を設置し、他側のテストリード３Ｂには磁石５２
を設置し、両テストリード３（３Ａ、３Ｂ）を使用時に交差させて磁気スイッチ５０をＯ
Ｎ・ＯＦＦさせることによりファンクションの切り替えができるので、極めて操作性に優
れている。
【００７５】
　尚、本実施例では、メータ本体２にもファンクション切替のために本体測定レンジ切替
スイッチ４１としてＡＣ（交流）電圧測定用の「ＡＣＶ」ボタン４１ａ、ＤＣ（直流）電
圧測定用の「ＤＣＶ」ボタン４１ｂ、電流測定用の「Ａ」ボタン４１ｃ、抵抗測定用の「
Ω」ボタン４１ｄ、及び、導通チェックのための「導通チェック」ボタン４１ｅ、が設置
されている。従って、本実施例では、本体測定レンジ切替スイッチ４１ａ～４１ｅを押す
ことによってもファンクションを設定することができる。勿論、上述したように、メータ
本体２の設けた本体測定レンジ切替スイッチ４１ａ～ｅは省略することもでき、或いは、
操作者が使用時に、その機能を無効となるように設定することもできる。
【００７６】
　（変更実施例）
　上記実施例３と同様に、本実施例の変更実施例として、図６（ｃ）に示すように、複数
個の磁気センサ５１、本変更実施例では、５個の磁気センサ５１（５１ａ、５１ｂ、５１
ｃ、５１ｄ、５１ｅ）をテストリード３Ａに組み込む構造とすることができる。例えば、
磁気センサ５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄ、５１ｅは、それぞれ、ＡＣ（交流）電圧測
定用の「ＡＣＶ」スイッチ、ＤＣ（直流）電圧測定用の「ＤＣＶ」スイッチ、電流測定用
の「Ａ」スイッチ、抵抗測定用の「Ω」スイッチ、及び、導通チェックのための「導通チ
ェック」スイッチ、とされる。従って、テストリード３Ｂの磁石（作用部）５２をテスト
リード３Ａの所定の磁気センサ５１に近接或いは接触させることにより、所定の磁気セン
サ５１を駆動し、所定のファンクションに切り替え設定することができる。
【００７７】
　勿論、本変更実施例においても、実施例３にて説明したように、所望によっては、例え
ば、ＡＣ（交流）電圧測定用スイッチ５１ａとＤＣ（直流）電圧測定用スイッチ５１ｂと
を一つの電圧測定用スイッチ５１ａとし、上述のように、電圧測定用スイッチ５１ａをＯ
Ｎとする毎にＡＣ（交流）電圧測定とＤＣ（直流）電圧測定が切り替わるように構成する
ことも可能である。この構成とすることにより、磁気センサの数を減らすことができる。
【００７８】
　上記本実施例、変更実施例においても、実施例２にて説明したように、表示部５をテス
タ本体２とは別個に設けることも可能である。これにより、表示部５は、測定作業時に見
易い位置に設置することができる。
【００７９】
　ただ、この場合には、表示部５をテスタ本体２から分離したために、テスタ本体２には
、図示してはいないが、測定結果を表示部５へと送信するための送信回路、表示部５には
、新たに、電源スイッチ５５、及び、図示してはいないが、電源回路、受信回路等を設け
る構成とされる。
【００８０】
　実施例５
　図７に、本発明の測定装置の第五の実施例を示す。図７に示す測定装置は、実施例４で
説明した測定装置と全体構成は概略同じとされ、同じ構成及び機能をなす部材には同じ参
照番号を付し、実施例４の説明を援用し、詳しい説明は省略する。
【００８１】
　上記実施例１～４では、本発明の測定装置は、対をなすテストリード３（３Ａ、３Ｂ）
の一方のテストリード３Ａに制御信号を発するセンサ部（磁気センサ）５１を設け、他方
のテストリード３８に磁気センサ５１に作用する作用部（磁石）５２を設け、テストリー
ド３Ａ、３Ｂを離接させることにより、磁気センサ５１と磁石５２とを離接させて制御信
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号のＯＮ・ＯＦＦを行い、測定対象の切り替えを行うものとして説明した。
【００８２】
　本発明によれば、同様の構成にて、「測定レベルレンジ」の切り替えを行うことができ
る。「測定レベルレンジ」とは、例えば、電圧の場合、１００ｍＶレンジ、１Ｖレンジ、
１０Ｖレンジといったように測定対象のレベルの大小に合わせて内部回路や数値表示形態
（小数点位置、単位等）を適宜変更するためのものである。
【００８３】
　つまり、図７を参照すると、本実施例によれば、実施例４の測定装置と同様に、メータ
本体２には、ファンクション切替のために本体測定レンジ切替スイッチ４１としてＡＣ（
交流）電圧測定用の「ＡＣＶ」ボタン４１ａ、ＤＣ（直流）電圧測定用の「ＤＣＶ」ボタ
ン４１ｂ、電流測定用の「Ａ」ボタン４１ｃ、抵抗測定用の「Ω」ボタン４１ｄ、及び、
導通チェックのための「導通チェック」ボタン４１ｅ、が設置されている。
【００８４】
　ここで、本実施例によれば、実施例４ではテストリード３（３Ａ、３Ｂ）に設けられた
、電圧、電流、電気抵抗等の測定対象を切り替えるための測定レンジ切替スイッチ５０は
、測定レベルレンジ切替スイッチとして作動する。
【００８５】
　従って、電気回路部１０は、図７（ｂ）に示すように、テストリード３（３Ａ、３Ｂ）
からの信号により被測定物の電圧、電流、電気抵抗等を測定する測定部２１と、制御部２
２とを備え、表示部５にその結果を表示させる。また、制御部２２は、メータ本体の測定
レンジ切替スイッチ４１ａ～４１ｅの指示に対応して、ファンクション設定信号を測定部
２１に送信するファンクション設定回路１２などを有している。更に、本実施例によれば
、電気回路部１０には、測定レベルレンジを切り替えるための測定レベルレンジ設定回路
１３を有している。
【００８６】
　本実施例では、実施例４と同様に、一方のテストリード３Ａの探針３１Ａに隣接して磁
気センサ５１を組み込み、他方のテストリード３Ｂの探針３１Ｂに隣接して磁石５２が設
置される。
【００８７】
　つまり、本実施例では、テストリード３Ａに取り付けられた磁気センサ５１は、信号線
（図示せず）にて制御部２２の測定レベルレンジ設定回路１３に電気的に接続されている
。磁気センサ５１は、ＯＮとされることにより、測定レベルレンジ設定回路１３を作動さ
せる。本実施例によれば、磁気センサ５１がＯＮとされる毎に測定レベルレンジ設定回路
１３は、測定レベルレンジを、例えば、電圧の場合、１００ｍＶレンジ、１Ｖレンジ、１
０Ｖレンジ、次いで、１００ｍＶへと戻るように、切り替える。従って、ユーザは、その
表示を確認しながら測定レベルレンジを切替ることができる。
【００８８】
　次に、本実施例のデジタルマルチメータ１の使用法について説明する。
【００８９】
　先ず、ユーザは、上述したように、テスタ１を使用するに際して、電源スイッチである
「ＰＯＷＥＲ」ボタン４４を押して電源を「ＯＮ」とする。次いで、操作者は、メータ本
体２の測定レンジ切替スイッチ４１であるＡＣ（交流）電圧測定用の「ＡＣＶ」ボタン４
１ａ、ＤＣ（直流）電圧測定用の「ＤＣＶ」ボタン４１ｂ、電流測定用の「Ａ」ボタン４
１ｃ、抵抗測定用の「Ω」ボタン４１ｄ、又は、導通チェックのための「導通チェック」
ボタン４１ｅ、を押すことによってファンクションを設定することができる。
【００９０】
　次いで、一方のテストリード３Ｂを手に持って、図６（ａ）に示すように、その先端部
に設けた磁石５２の部分を他側のテストリード３Ａの先端部に設けた磁気センサ５１の部
分に近接させる。これにより、磁気センサ５１がＯＦＦ状態からＯＮ状態へと変わり、制
御部３の測定レベルレンジ設定回路１３を作動させ、所定の測定レベルレンジを設定する
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。
【００９１】
　その後、テストリード３（３Ａ、３Ｂ）をそれぞれの手に持って、被測定物に接触させ
て測定する。測定結果は、デジタル表示部５に表示される表示値を読むことによって得ら
れる。
【００９２】
　ここで、測定中において、他の測定レベルレンジに切り替えたい場合には、ユーザは、
再度、図６（ａ）に示すように、テストリード３Ａと３Ｂの先端部を交差させ、テストリ
ード３Ａに設置した磁気センサ５１を作動させることによって、新たな測定レベルレンジ
に設定することができる。
【００９３】
　メータ本体２のデジタル表示部５には、現在の測定レベルレンジを意味する表示アイコ
ンが設けられており、ユーザは、その表示を確認しながら、測定レベルレンジを切り替え
ることができる。ユーザは、使用する測定レベルレンジに切り替えたら、引き続いて測定
を行う。
【００９４】
　このように、本実施例によれば、いずれか一方のテストリード３（３Ａ、３Ｂ）に電源
のＯＮ・ＯＦＦのためのスイッチとは別体とされた測定レベルレンジ切替スイッチ５０を
設け、特に、測定レベルレンジ切替スイッチ５０は、テストリード３（３Ａ、３Ｂ）に設
けた磁気スイッチのような近接スイッチを使用することにより、接点不良による故障をな
くしている。また、測定レンジレベル切替スイッチ５０は、本実施例では、磁気スイッチ
とされ、一側のテストリード３４に磁気センサ５１を設置し、他側のテストリード３Ｂに
は磁石５２を設置し、両テストリード３（３Ａ、３Ｂ）を使用時に交差させて磁気スイッ
チ５０をＯＮ・ＯＦＦさせることにより測定レベルレンジの切り替えができるので、極め
て操作性に優れている。
【００９５】
　（変更実施例１）
　本実施例の変更実施例として、図６（ｃ）に示すように、複数個の磁気センサ５１、本
変更実施例では、５個の磁気センサ５１（５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄ、５１ｅ）を
テストリード３Ａに組み込む構造とすることができる。
【００９６】
　操作者は、一方のテストリード３Ｂを手に持って、その作用部（磁石）５２を、図６（
ｃ）に示すいずれかの磁気センサ５１（５１ａ～５１ｅ）の部分に近接させる。これによ
り、磁石５２により駆動された磁気センサ５１がＯＦＦ状態からＯＮ状態へと変わり、制
御部３の測定レベルレンジ設定回路１３を作動させ、所定の測定レベルレンジを設定する
。
【００９７】
　その後、テストリード３（３Ａ、３Ｂ）をそれぞれの手に持って、被測定物に接触させ
て測定する。測定結果は、デジタル表示部５に表示される表示値を読むことによって得ら
れる。
【００９８】
　ここで、測定中において、他の測定レベルレンジに切り替えたい場合には、ユーザは、
再度、テストリード３Ｂの磁石５２が、図６（ｃ）に示すテストリード３Ａの所望の測定
レベルレンジを示す磁気センサ５１と交差するように、テストリード３Ａと３Ｂを交差さ
せ、テストリード３Ａに設置した磁気センサ５１を作動させることによって、新たな測定
レベルレンジに設定することができる。
【００９９】
　更に、本実施例の他の変更実施例によれば、本実施例に説明した上記構成の測定装置に
て、測定レベルレンジ切替スイッチ５０は、操作者にて操作される切替スイッチ（図示せ
ず）を設けることによって、実施例４で説明した電圧、電流、電気抵抗等の測定対象を切



(14) JP 2013-120077 A 2013.6.17

10

20

30

40

り替えるための測定レンジ切替スイッチとして切り替えて作動させることも可能である。
【０１００】
　更に、本実施例及び変更実施例の他の変更実施例として、実施例２にて説明したように
、表示部５をテスタ本体２とは別個に設けることも可能である。これにより、表示部５は
、測定作業時に見易い位置に設置することができる。
【０１０１】
　（変更実施例２）
　上記実施例及び変更実施例１では、本発明の測定装置はデジタルマルチメータであると
して説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、図１～図４を参照して説明し
た実施例１～３の携帯用テスタにても実施可能である。
【０１０２】
　この変更実施例２において、テストリード３Ａに電圧、電流、電気抵抗等の測定対象を
切り替えるための測定レンジ切替スイッチを別個に設けることもできるが、上記変更実施
例１にて説明したように、操作者にて操作される切替スイッチを設けることによって、測
定レベルレンジ切替スイッチ５０を測定レンジ切替スイッチとして切り替えて作動させる
ことも可能である。
【０１０３】
　勿論、本変更実施例２においても、表示部５をテスタ本体２とは別個に設けることも可
能である。
【０１０４】
　上記各実施例、変更実施例では、近接スイッチ５０としては、磁気スイッチであるとし
て説明したが、他には、例えば、作用部５２に発光素子（ＬＥＤ等）、センサ部５１に受
光素子（フォトダイオード等）を配置したフォトセンサ等も使用し得る。
【０１０５】
　また、上記各実施例、変更実施例では、装置本体２のファンクション設定回路１２、測
定レベルレンジ設定回路１３をＯＮ、ＯＦＦさせる制御信号は電気信号であるとして説明
したが、勿論、光信号であってもよい。
【符号の説明】
【０１０６】
　１　　　　　　　　　デジタルマルチメータ、携帯用テスタ（測定装置）
　２　　　　　　　　　メータ本体、テスタ本体(装置本体）
　３（３Ａ、３Ｂ）　　テストリード
　４　　　　　　　　　操作部
　５　　　　　　　　　デジタル表示部
　１０　　　　　　　　電気回路部
　１２　　　　　　　　ファンクション設定回路
　１３　　　　　　　　測定レベルレンジ設定回路
　３０（３０Ａ、３０Ｂ）　　　プローブケーブル（リード線）
　３１（３１Ａ、３１Ｂ）　　　電極部
　３２（３２Ａ、３２Ｂ）　　　把持部
　５０　　　　　　　　近接スイッチ
　５１　　　　　　　　磁気センサ（センサ部）
　５２　　　　　　　　磁石（作用部）
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